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生徒指導関係規程 
第１ 生徒心得 

 本校学則第 22条に基づき、本校生徒としての心得の大綱を示すものである。生徒はこの心得を守り、

愛校精神を堅持し、規律・礼儀・勤労を重んじ、自主的によい校風を育てるように努めなければならな

い。 

１ 服装・容姿 

（１）服装・容姿は、質素・端正・清潔を旨とする。通学その他公式の席に参列するときは、正規の服装

を用いる。異装するときは、学校の許可を得る。服装の細部については、服装規程による。 

（２）頭髪は清潔を保ち、高校生としてふさわしい髪型にする。 

２ 通学 

（１）交通道徳をよく守り、高校生としてふさわしい行動をする。 

（２）始業時刻１０分前までに登校し、所定の時刻までに下校する。 

（３）自転車による通学については別に定める。自動二輪車等による通学は禁止する。 

   （自動二輪車等とは「原動機付き自転車」及び「自動二輪車」を指す。） 

３ 校内生活 

（１）校内では秩序と友愛を旨とし、互いに協力してよい環境をつくるよう努力する。 

（２）校舎の内外は常に清掃し、整理美化に努める。 

（３）下履・上履の区別をはっきりする。 

（４）学校施設、校具等を大切にし、破損・汚損・紛失等をしないように努める。これらのことが起こっ

た場合には直ちに担任又は関係職員に申し出る。故意と認められる場合は実費を弁償する。 

（５）火気を取り扱う場合は、担任または関係職員の許可を得て行い、後始末を完全にする。 

（６）盗難予防のため、各自の所持品には必ず記名し、その保管には注意する。保管にあたり、各ホーム

ルームの個人ロッカーを使用する。個人ロッカーには施錠をする。 

（７）物品の盗難・紛失又は拾得した場合には、担任または関係職員に届け出る。 

（８）登校後は担任の許可なくして校外に出ない。 

（９）専心勉学に励み、学友に迷惑を及ぼすことのないように心がける。 

（10）遅刻して教室に入る時は、教科担任の許可を受ける。また、休み時間などを用い、遅刻して到着し

た旨を速やかに担任に報告する。 

（11）早退や欠課をする場合には担任等の許可を受ける。 

（12）校内で集会を行ったり、雑誌・パンフレット等の配布や掲示をしたりする場合は責任者を定め、関

係職員を通じて校長の許可を受ける。 

（13）学校の施設・備品・校具等を使用する場合は、関係職員を通じて校長の許可を受ける。 

４ 校外生活 

（１）校外においては、ルールや社会道徳を守り、他者に非難を受けたり、迷惑をかけたりしないよう心

がける。 

（２）本校生徒としてふさわしくない遊戯場・飲食店等への出入りは禁止する。 

（３）次の項目については学校に届を提出すること。 

  ・アルバイト 

  （ア）本人の学業成績、健康状態が良好であること 

  （イ）学校生活に支障がないこと 

  （ウ）アルバイトをせざるを得ない事情があること 

  （エ）職場及び仕事内容が健全であり安全であること 

  （オ）原則として長期休業中であること 

  （カ）勤務時間が午後９時以降にならないこと 

  （キ）自動車・自動二輪車等を使用する業務でないこと 

  ・個人またはグループによる旅行・集会等 

５ その他 

（１）喫煙・飲酒・暴力行為等は理由の如何にかかわらず、学校の内外を問わず厳禁する。 

（２）生徒会・部活動等で他校に連絡するときは、関係職員を経由して校長の許可を受ける。 

（３）交友は常に互いに理解と敬愛の念を持ち、男女間では特に明朗・公正・清純に交際し、明るい学校

生活を営むようにする。 
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６ 諸願届 

（１）別に定められた様式に則り、所定の用紙を使用すること。 

（２）願書・届書はすべて校長宛とし、担任を経由して提出すること。 

（３）傷病のため欠席・見学等が１週間以上にわたる時は、願届書に医師の診断書を添えること。 

 

第２ 服装規程 

１ 制服 

 冬季の服装を正装とし、夏季の服装は略装とする。 

［冬季］１学期５月ＧＷまで及び２学期中間考査以降 

［夏季］５月ＧＷ明けから２学期中間考査最終日まで 

 （１）上衣（本校指定） 

    ブレザー（紺色） 

 （２）下衣（本校指定） 

    ①スラックス（チェック柄） 

    ②スカート（チェック柄） 

 （３）シャツ・ブラウス 

    白無地（夏季のみ白無地ポロシャツも可） 

 （４）ネクタイ・リボン（本校指定）※夏季は着用しなくてもよい 

    ①ネクタイ（ストライプ柄） 

    ②リボン（萌黄色） 

 （５）ベスト（本校指定） 

 （６）希望購入品（本校指定） 

    ①スクールセーター   

    ②ニットベスト     

    ③紺色スラックス       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

〈男 子〉 〈女 子〉 
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２ 着こなし・整容について 
  本校生徒として校内外で生活するときは、制服をきちんと着用すること。 
  制服を改造しないこと。改造したものについては使用を禁じるので、新たに購入する。 
 
  着こなしについて 
（１）ワイシャツ・ブラウス等はボタンをきちんと留め（夏季は第一ボタンは留めなくてもよい）裾をス

ラックスやスカートに入れる。 
（２）スカートの長さの基準は「膝丈」とする。折り曲げたりベルトで留めて短くしない。 
（３）スラックス着用時はベルトを着用すること。ベルトは標準型で、華美でないものとする。 
  また、スラックスの裾を巻き上げたり、ウエストを下げたりしない。 
 
  整容について 
（１）下履 
  ・黒茶の革靴、または運動靴とする。 
  ブーツや踵の高いもの、サンダル等は不可とする。 
（２）上履 
  ・学校指定の上履きを使用する。 
（３）靴下 
  ・黒・白・灰・紺・こげ茶の標準型とする。 
  また、ストッキングは黒・茶・ベージュとする。 
（４）セーター・ニットベスト 
 ・本校指定のものを着用する。（それ以外は着用してはならない。） 
（５）コート・ジャンパー 
  ・防寒具として着用してもよい。色は黒・紺・灰・白・茶の無地とする。 
   なお、皮・人工皮革・ジーンズ製のもの、及び部活動で使用しているウインドブレーカー等の着   
   用は不可とする。 
（６）頭髪 
  ・高校生としてふさわしい清楚・清潔を旨とする。 
   染髪・脱色・パーマ・特異な髪型（過度な長髪・刈り上げ・段差のある髪型等）は禁止する。 
  ・髪どめは華美でないものとする。 
（７）化粧・装身具・美容整形 
  ・化粧をすること・装身具（ピアス等）を身に付けること・美容整形は禁止する。 
（８）異装 
  ・健康上の理由やその他特別な理由で規定以外の服装をする場合は「異装願」を担任に提出し、学校  
   の許可を得る。 
（９）ひざ掛け等 
  ・授業時や教室内での防寒については、教科担当者の許可を得る。 
 

第３ 交通安全規程   

 交通安全についての知識·技能・マナーを身につけ、交通規則を遵守して交通事故に遭遇することのな

いよう十分に注意しなければならない。 

１  通学に自転車を利用する場合 

ア）通学に利用する自転車は各学期に行われる定期点検を受け、本校指定の鑑札ステッカーを後部フ 

 ェンダー等の見えやすい所に貼付しなければならない。 

（自転車を換えた場合等は担任に申し出ること） 

イ）登校後は、クラスごとに指定された駐輪場を利用し、必ず自立式スタンドを使って整然と駐輪す 

 ること。 

ウ）登下校時は時間的余裕を持ち、無理なスピードを出したりすることのないよう精神的ゆとりを持 

 って乗車すること。特に雨天時は合羽の着用等により視界が悪くなるため細心の注意を払うこと。 

エ）並列走行・右側走行・ながら運転·傘さし運転・日没後の無点灯・ニ人乗り等は厳に慎むこと。 

オ）いざという時に備え、自らの身を守るためヘルメット・グロープ等の箔用につとめること。 

   （※追路交通法の一部改正により、令和 5年 4月から乗車用ヘルメットの着用が努力義務化されま 

    した。） 

 ２  自動車・自動二輪車等 

 自動車・自動二輪車等（原動機付自転車を含む）の運転免許取得・車両購入・運転等に関しては、埼

玉県教育委員会の方針に則り所定の手続きをもって学校に届出なければならない。違反した場合は特別

指導の対象となる。生徒は、交通安全についての知識を身につけ、交通規則やマナーを守り、登下校等

で事故に遭遇しないように十分注意すること。 


